
 

 

奄美のほとんどの地域は、旧暦でのお盆を迎え、 

ご先祖様との時間を過ごします。今年は、８月２３ 

日（木）～２５日（土）が旧盆にあたり、帰省された利用者さんもいらっしゃいま 

した。圓 初代さんは、この４月より生活介護から就労継続支援Ｂ型へサービ 

ス移行し、「紙バンドでのカゴ作り」のお仕事をされています。今回、お仕事 

に就いてから初めての帰省という事で、でき上がったカゴを妹さんにプレゼン 

トしました。青と白のコントラストが綺麗だと大変喜んで頂き、少々照れくさそ 

うなお姉さん（初代さん）の姿を見る事ができました。こちらとしてもその瞬間に立ち会え、嬉しい気

持ちになりました。お盆をご家族と過ごし、リフレッシュされた初代さん、帰園後も変わらず楽しみな

がらお仕事に取り組まれています。利用者さんのこのような姿は、仕事を持つ事への嬉しさや楽し

さを改めて感じさせてくれ、私たちの大きな支えとなっています。(記事：屋園) 

  

 

                       愛の浜園では、月に１回程度の外出支援を行って 

                      います。担当職員と一緒に、買い物や外食などをし、 

                      利用者さんにとっては楽しみの１つとなっています。 

                      「今日はＣＤが買いたいな～」や「今日はハンバーグ 

                      が食べたい」等、好きなものを買ったり食べたりしま 

                      す。最近では買い物の際、セルフレジになり「え？！ 

                      ５番レジでお願いします？どこどこ～？」レジで右 

                      往左往。(笑) 私も初めはビックリでした。利用者さん 

                      も戸惑いますよね？職員と一緒にレジでのお会計の 

                      練習なども行う方もいます。楽しみながらも、小さな

事を一つ一つ学んでいきます。(今度は一緒にどこに行こうかな～)利用者さん

が喜んでくれる事を考えると楽しくなります。（記事：森山） 

                  

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会の役員になりました。みんなのために

頑張りたい。だから、役員・職員・利用者と話を

して、愛の浜園がもっと楽しくなるように、みん

なで一緒に頑張ります。（自治会役員一同）          

※ 愛の浜園では利用者で自治会を作ってい 

ます。利用者から２年に１度、役員を選出し全

利用者の代表として、より快適で楽しく生活出

来るよう意見を出し合い活動する会です。 

 

 

 

 

 

 

 

会長   島本 誠（しまもと まこと）さん 

副会長  酒井 真希（さかい まき）さん 

役員   野畑 則和（のばた のりかず）さん  

徳 朋裕（とく ともひろ）さん 

竹田 美喜子（たけだ みきこ）さん 

さぁ、今年もやってまいりました、花火大会。夕食を食べ終えて、そ

れぞれ涼しげな洋服に着替えて、本館前に早々に整列して、準備万 

端。バスに乗り込んで、利用者さんも引率の職員もドキドキ、わくわく！会場に着くと、ブルーシート

に座る方、椅子に座って見やすい位置を確保する方、一番前を確保する方等、それぞれ、花火が

打ち上げられるのを楽しみにして待っていました。江戸時代の花火は、現在みたいな、色付きでは     

なく、真っ白な花火だったと言われています。夏の行事一番の主役の打ち上げ

花火が２０時ジャストに始まりました。花火が一つ打ち上がる度に、利用者さん

達・職員から「わぁー。」「綺麗。」の、声が上がります。また、変わった花火が連

発して上がると、「わー、わー、わー、すごーい。」と、身体が後ろにのけ反る職

員もいて、大いに盛り上がった、花火大会でした。利用者さん・引率の職員たち

の笑顔が見れた花火大会になって良かったと思いました。また、来年も綺麗な

花火、変わった花火が打ち上げられたらいいですね。（記事：久留） 

  

 

 ８月１１日は、愛の浜園の納涼大会の開催予定日でしたが、台風

接近の為、納涼大会は中止になりました。納涼大会は利用者さん

達が一番楽しみにしていたので、園長をはじめ全職員が、なんとか

開催できないものか直前まで考慮したのですが、台風の進路状況

からして開催するのは困難でした。利用者さん、ご家族の皆さんも

楽しみにしていた納涼大会を中止にするのは断腸の想いだったの

ではないでしょうか。また、常日頃からお世話になっております知名

瀬町内会、根瀬部町内会、エコキッチンきらり様、直前まで屋台の

準備を有難うございました。景品を寄付して下さった業者様、本当

に有難うございます。頂いた景品は、来年の景品に使わせて頂き

たいと思います。多くの皆様のご協力、ご支援に感謝し、来年は盛

大な納涼大会を開催できるよう心より願っています。（記事：丸田） 

 
「カリカリカリ」と、乾いた音を響かせて、器の

表面に一本の線が刻まれていきます。その丁

寧な作業は、「線を引く」というよりも、一本の絹

糸を紡いでいるようにさえ思えるほどです。そ

の主の名前は、榮 梨花（さかえ・りんか）さん。

彼女が生み出す美しい線のことを誰とはなし

に、いつしか「リンカライン」と呼ぶようになりま

した。その「リンカライン」をまとった器たちが、こ

のほどデビューとなりましたので、皆様にお披

露目いたします。（記事：榮野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

暑かった夏の日差しも、少し

ずつ秋めいてきました。夏の終 

わりは、何かやり残してるような、宿題が残っ

ているような気持ちになるのは、遠い日の夏

休みの記憶のせいでしょうか。秋は行事も多

く、利用者はもちろん、支援員もモニタリング・

支援計画作成と忙しい日々が続きます。ちょっ

と一息、写真をヒントに園のどこかに咲いてい

るサクラランを探してみませんか。昨年は、１ 

個しか咲かなかったけど、今年は３個咲きました。（記事：福島） 

 

   
 

 

２日（日）：豊年相撲見学（知名瀬） 

３日（月）：体重測定・血圧測定 

１３日（木）：愛の浜園 敬老会 

１９日（水）：健康相談 

３０日（日）：知根小学校運動会参加 

（大玉転がし） 

クーラーの効いた部屋が快適すぎて、外に出たくないと出不精になってしまうくらい、今年の夏は今までになく暑いと感じます。ニュースでも「○○県で最

高気温○○℃」とか｢熱中症で○人、病院へ搬送｣など、耳にする事が多く、今年の夏の最高気温ランキングを検索してみました。最高気温が埼玉県熊谷

（くまがや）市で４１．１度でしたが、不思議な事に最下位が沖縄県慶良間諸島（けらましょとう）で２８．５度と南の島の方が低い温度でした。今年は台風の

発生も多いようで、愛の浜園の行事を狙ってきているかのように、楽しみにしていた毎年恒例の納涼大会も中止になりました。そのような中、毎月１回、危

険な場所がないか、職員数名で園内を回り、安全点検をしていますが、今年は例年よりも蜂の巣が多く、足長バチやスズメバチをたくさん退治しました。こ

ういう年は台風も多いと昔から言われているようです。今年の運動会の日は台風がきませんように・・・祈るばかりです。（副主任：福山） 

編集・発行   障害者支援施設 愛の浜園 

奄美市名瀬大字知名瀬２５０４ 

TEL：５４－８０１１ FAX：５４－８０１２ 



 

 

  

 「おめでとう！大阪桐蔭高校！」「ありがとう！金足農業高校！」先月、第１００回全国高等学校野球選手権記念大会が話題になったのは記憶に

新しいと思います。今回の１００回記念大会では、過去最多５６校の出場。１６日間の高校球児の熱戦が繰り広げられ、今年も、テレビやラジオで、

好きな高校を応援し、ハラハラドキドキしながら、その時にしか味わうことができない感動を味わいました。どんなに前評判がよく実力があるチーム

でも、何が起こるか予測できないドラマがある。それが高校野球の魅力だと思います。１００回大会を重ねる長い歴史の中で、今も昔も変わらない

球児の情熱や夢、そして、その球児を支える周りの人たちの想いは、私たち相談事業所と重ねるところがあります。最近、施設から地域へ一人暮

らしを始めた人がいます。それまでには、色々な批判や困難がありましたが、各関係機関と話し合い地域へ移行する事ができました。しかし、この

ケースは、本当に周りに恵まれたケースだと思います。本人が地域で生活する力があっても、地域で生活する家がなければ一人暮らしをする事は

できません。また、協力してくれる関係機関（不動産、事業所、市役所、社協、基幹センター、病院、ヘルパー、訪問看護等）がなければ、本人を支

えるサービスは提供できません。一つでも、協力する機関がかけると、本人の生活は成り立たない状態でした。それでも、周りの人たちの想いや情

熱が届き、困難を乗り越え地域で生活ができるようになりました。本当に感謝しています。地域で仕事をしていると色々な人たちと出会い、たくさん

の事を学びます。その中で感じる事は、利用者さんを見て、福祉の経験や自己都合だけで、勝手に判断し、一度もやってもいないのにできないか

もと、すぐに諦めているように感じる場面もみかけます。私も高校球児のように、最後まで、利用者さんの可能性を信じ諦めない情熱を持ち続けら

れる相談員、福祉人でありたいものです。（記事：辻原） 

 

７月２８日（土）に行われた「摂食指導者育成研修会」に支援員４名、看護師２名、栄養士２名の計８名で 

参加しました。今回の研修会は講師の中島 知夏子（なかじま ちかこ）先生が、「障がいのある方に関わる 

人が、より専門的な知識と技術の習得を目的とし、発達を促す食事支援をして欲しい」との思いで開催されま 

した。食事支援の方法はもちろんですが、そもそも『食べる』ということはなにか？という基本的なことを演習（お茶を飲 

む際に口を開けて飲む、奥歯を浮かせて飲むなど）をまじえながら一から教えていただきました。『食べる』ということは 

口や喉などの部位が機能し、協調して働くことによって行われます。しかし障がいのある方はその機能や協調の発達 

の滞り（特性）が見られるため、その方の特性にあった支援が必要であるとのことでした。休憩時間に先生に利用者さ 

んの食事風景を動画で撮ったものを見てもらい、アドバイスを受けることができ、とても有意義な研修会になりました。先生がおっしゃっていた「『食

べる』ことは生活の底辺。だけど、生活の質を高める重要な手段」ということを、頭に置きながら、日々の業務に取り組みます。（記事：里田 未聡） 

 

                     

                                                      

           私たち職員はフレンドの利用者さんの、外出や買い物、カット等の要望に、応える支援を毎月しています。４月からフレンドの支援

員をしている私は、お盆前になると、いつもと違うニーズがある事に気づきました。Ｔさんは「祖父母のお墓参りに行きたい。」という

事で、お花や好きだった飲み物をお供えてしてきました。Ｈさんからも、「両親のお墓参りに行きたい。」という希望がありましたが、

私たちではお墓の場所も見つけられず、県外に住んでいるお兄さんがお盆で帰省された時に叶える事ができました。Ｍさんは、以 

前はお盆に親戚の家に外泊しましたが、今回、本人の体調が思わしくなく、お盆前に外泊することができませんでした。「お墓参り 

に行きたい。」は以前からの強い要望なので、体調がよくなったら行く約束をしています。利用者さんも年齢を積み重ね、親や身内等との別れを経

験し、自分の好きなことだけではなく、周りにも目をむけることができるようになってきた事は、利用者さんたちが社会で経験してきたからこその事

だと私は思います。利用者さんのニーズも色々な経験を重ねる事により変化していく。それもまた一つの楽しみです。私たちができる事は、その時

期ごとに変化していくニーズに応えられる力をつける事だと、今回のお盆を通して感じる事ができました。（記事：太倉） 

 

 

                                                                                                                                           

 

 

 

（親切賞） 

・岡山いずみさん、中田信枝さん・・採血の時に友達の手を握り緊

張をほぐしてくれました。 

・最上順子さん・・車椅子の利用者さんが通りやすいように、ドアを

開けるなどの気遣いが出来ています。 

・平山和子さん・・同居室の利用者さんの入浴籠を運んでくれてい

ます。 

・満林アツ子さん・・いつもと違う翌日の予定を世話人に教えてくれ

ました。 

（努力賞） 

・泉 光太郎さん・・食器の片付けを頑張っています。            ・野畑 則和さん・・手術を頑張って受けました。 

・森 樹子さん、叶 絹代さん・・サポート班の活動を頑張っています。  ・叶 絹代さん・・翌日の服を枕元に準備する事を頑張っています。 

・満林 アツ子さん・・溢さずに食事をするように頑張っています。      ・圓 初代さん・・自分のペースで就労Ｂ型へ出勤する事が出来ています。 

（奉仕賞）  

・平山 和子さん、岩越 タツヨさん、叶 絹代さん、岡山 いずみさん、   

徳 朋裕さん、猿渡 明弘さん、森山 義範さん、 

・・七夕飾り作りを頑張りました。 

・中江 公三さん、東條 和三さん、永田 三十六さん 

・・グループホームの枝切りをしてくれました。 

・森山麻李亜さん・・台風の後の掃除を頑張ってくれました。 

・西順子さん・・毎日居室やリビングの掃除を頑張ってくれています。 

・禎文勝さん・・フレンド裏の草取りを頑張ってくれました。 

・生野由子さん・・毎日フレンドのゴミを自ら集めてくれました。 
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